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石
巻
専
修
大
学

「センディ」LINEスタンプ
配信中

公
認
会
計
士
試
験 

卒
業
生
は
７
人

　
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
／
四
川
・
ロ
ー
カ
ル
リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｌ
Ｒ
Ｃ
、

研
究
代
表

大
矢
根
淳
人
間

科
学
部
教
授
）
の
新
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
減
災
サ

イ
ク
ル
の
研
究
」
が
10
月
、

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
中
国
四
川
省
の
「
四
川
省

地
域
と
国
別
重
点
研
究
拠
点

日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
共

同
で
、
２
０
２
２
年
度
ま
で

６
年
間
、
調
査
や
研
究
を
行

う
。

　
両
者
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
２
０
１
５
年
４
月

か
ら
２
年
間
、
国
際
共
同

研

究
「

四

川

省

に

お

け

る
基
層
組
織
の
『
危
機
』

対

応

の

形

成

過

程

と

そ

の
変
容:

日
本
に
お
け
る

C
r
i
s
i
s
 
m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
, 

日
越
の
人
・
モ
ノ
の
流
れ
追
う

古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
シ
ン
ポ

　
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
／
古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア

研
究
セ
ン
タ
ー
（
研
究
代
表

飯
尾
秀
幸
文
学
部
教
授
）

の
今
年
度
２
回
目
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
ベ
ト
ナ
ム
・
日
本

の
交
流
よ
り
み
た
前
近
代
東

ユ
ー
ラ
シ
ア
」
が
11
月
18

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。
本
学
の
国
際
交

流
協
定
校
、
ベ
ト
ナ
ム
国
家

大
学
ハ
ノ
イ
人
文
社
会
科
学

大
学
の
３
人
の
研
究
者
が
、

「
陶
磁
器
」
や
「
象
」
を
切

り
口
に
16
〜
18
世
紀
、
日
越

間
を
活
発
に
行
き
交
っ
た
人

・
モ
ノ
に
つ
い
て
研
究
成
果

を
披
露
し
た
。

　
講
師
は
、
フ
ァ
ン
・
ホ
ン

・
フ
ン
講
師
（
日
本
中
世

史
）
▽
ダ
ン
・
ホ
ン
・
ソ
ン

講
師
（
考
古
学
）
▽
フ
ァ
ン

・
ハ
イ
・
リ
ン
准
教
授
（
日

本
中
世
史
・
日
越
交
流
史
）。

　
２
０
０
４
年
か
ら
２
年
間

本
学
大
学
院
に
留
学
し
て
い

た
フ
ン
講
師
は
、
ベ
ト
ナ
ム

に
お
け
る
日
本
史
研
究
の
現

状
と
課
題
を
述
べ
た
。

　
ソ
ン
講
師
は
ベ
ト
ナ
ム
国

18世紀の日本とベトナ

ムの象貿易について解

説したリン准教授

　社会知性開発研究センターは、専修大学が掲げる21世紀ビジョン「社会知
性の開発」の実現に向けて、学術・文化の幅広い分野において専門的、学際

的な総合研究・教育活動を推進している。10月に誕生した新プロジェクト
と、11月に神田キャンパスで開催した古代東ユーラシア研究センターのシン
ポジウムの模様を紹介する。

入学センターインフォメーション

【神田キャンパス】TEL03・3265・6677
【生田キャンパス】TEL044・911・0794

https://www.senshu-u.ac.jp

出願締切日は入学試験制度

により異なります。

詳細はホームページでご確

認ください。

出願受付
スタート!
2018年

1／5(金)～

★大学入試センター試験

利用前期入学試験

★スカラシップ入学試験

★全国入学試験

★一般前期入学試験

　
本
年
度
の
公
認
会
計
士
試
験
は
、
専
修
大
学
か
ら
在
学
生
が
過
去
最
多
の
19
人
が

合
格
、
卒
業
生
７
人
と
合
わ
せ
26
人
が
難
関
を
突
破
し
た
。
在
学
生
合
格
者
は
、
３

年
次
生
８
人
、
４
年
次
生
11
人
で
い
ず
れ
も
過
去
最
多
。（
12
月
６
日
現
在
）

　
公
認
会
計
士
・
監
査
審
査

会
は
11
月
17
日
、
２
０
１
７

年
の
公
認
会
計
士
試
験
の
結

果
を
発
表
し
た
。
今
年
度
の

全
体
の
合
格
者
は
１
２
１
５

人
、
合
格
率
は
11
・
１
％
だ

っ
た
。

　
専
修
大
学
は
公
認
会
計
士

試
験
と
司
法
試
験
、
国
家
公

務
員
採
用
総
合
職
試
験
の
17

年
度
合
格
祝
賀
会
を
12
月
11

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

き
、
約
80
人
が
出
席
し
た
。

合
格
者
は
日
髙
義
博
理
事

長
、
佐
々
木
重
人
学
長
は
じ

め
ゼ
ミ
の
指
導
教
授
や
教

員
、
育
友
会
、
校
友
会
な
ど

本
学
関
係
者
か
ら
温
か
い
祝

福
を
受
け
た
。

　
公
認
会
計
士
試
験
合
格
者

の
一
人
の
菊
田
大
介
さ
ん

（
商
４
）は
「
現
役
で
合
格
を

目
標
に
受
験
勉
強
に
励
み
、

や
れ
ば
必
ず
で
き
る
と
自
分

に
言
い
聞
か
せ
て
き
た
。
専

修
大
学
の
多
く
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
励
み

に
な
っ
た
」
と
喜
び
を
表
し

た
。

祝
賀
会
で
合
格
者
の
皆
さ
ん

12
月
11
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　合格者の詳細と合格祝賀会の模様はニ

ュース専修１月号に掲載します。また、

合格者の情報は、エクステンションセン

ター事務課（☎044・911・1268）までお

寄せください。

情報をお寄せください

四
川
省
と
共
同

地
域
減
災
研
究

Risk 
communication, 

Resilience

の
視
点
か
ら
」

と
し
て
展
開
、
成
果
を
上
げ

た
。

　
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

２
０
０
８
年
に
大
地
震
が
あ

っ
た
四
川
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
や
、
日
本
の
防
災
社

会
工
学
で
議
論
さ
れ
て
い
る

減
災
サ
イ
ク
ル
論
、
復
興
の

た
め
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
論
を

深
め
る
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
覚
書

調
印
式
は
11
月
４
日
、
中
国

成
都
の
四
川
師
範
大
学
で
行

わ
れ
た
。

　
調
印
式
の
出
席
者
は
、
専

大
側
か
ら
大
矢
根
教
授
、
Ｌ

Ｒ
Ｃ
の
宮
川
英
一
、
小
笠
原

強
両
客
員
研
究
員
。
四
川
省

側
か
ら
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー

長
の
李
栄
四
川
師
範
大
学
法

学
院
教
授
、張
光
雲
同
教
授
。

　
調
印
式
後
の
記
念
講
演
会

で
は
、
大
矢
根
教
授
が
「
ロ

ー
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

お
け
る
減
災
サ
イ
ク
ル
の
研

究
｜
大
災
害
の
中
長
期
復
興

か
ら
新
た
な
防
災
社
会
シ
ス

テ
ム
を
考
え
る
｜
」
と
題
し

て
講
演
し
、
参
加
者
と
の
間

で
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ

た
。
日
本
語
報
告
の
逐
語
通

訳
を
担
っ
た
張
光
雲
教
授

は
、
専
修
大
学
大
学
院
法
学

研
究
科
で
博
士
号
を
取
得
。

四
川
師
範
大
学
で
刑
法
学
を

専
門
と
し
て
お
り
、
四
川
省

の
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
の
副

セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
。

 

（
大
矢
根
淳
）

内
22
カ
所
か
ら
出
土
し
た
17

世
紀
の
肥
前
陶
磁
器
に
つ
い

て
論
じ
た
。
肥
前
陶
磁
器
は

有
田
焼
を
は
じ
め
佐
賀
県
、

長
崎
県
で
焼
か
れ
た
陶
磁
器

の
総
称
で
、「
ベ
ト
ナ
ム
北

部
の
王
城
や
墓
か
ら
は
高
級

品
が
、
中
部
や
南
部
で
は
日

用
品
が
出
土
し
て
い
る
」
と

説
明
。

　
輸
入
時
期
に
関
し
て
は
、

日
本
側
の
定
説
よ
り
早
い
時

期
に
ベ
ト
ナ
ム
に
入
っ
て
い

た
と
す
る
資
料
記
録
が
ベ
ト

ナ
ム
側
に
あ
る
と
し
、
今
後

の
研
究
課
題
を
提
起
し
た
。

　
リ
ン
准
教
授
は

｢

前
近

代
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
象
の

国
家
的
管
理
と
象
貿
易｣

と
題
し
て
日
本
語
で
講
演
。

先
史
時
代
か
ら
野
生
の
象
を

飼
い
慣
ら
し
、
運
送
や
交
通

手
段
、
武
器
、
献
上
品
と
し

て
活
用
し
て
き
た
歴
史
と
、

使
役
象
の
規
格
や
価
格
に
つ

い
て
解
説
し
た
。
八
代
将

軍
・
徳
川
吉
宗
の
要
請
で
１

７
２
８
年
に
雌
雄
２
頭
の
象

が
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
輸
入
さ
れ

た
例
を
挙
げ
、「
国
交
や
人

の
交
流
だ
け
で
な
く
、
モ
ノ

や
生
き
も
の
に
関
す
る
資
料

研
究
も
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
」
と
結
ん
だ
。

　
考
古
学
や
歴
史
学
の
研
究

者
を
は
じ
め
76
人
が
参
加

し
、
髙
島
裕
之
文
学
部
准
教

授
や
西
坂
靖
同
教
授
ら
が
発

言
。
ア
ジ
ア
を
見
通
し
た
研

究
者
の
育
成
や
、
交
流
研
究

の
必
要
性
が
議
論
さ
れ
た
。

左
か
ら
小
笠
原
、宮
川
、大
矢
根
、李
、張
の
各

氏

四
川
師
範
大
学
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
記
念
講
演
会

在
学
生
最
多
　
人
合
格

19
社会知性開発
研究センター 幅広い分野の活動進む


